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道立高等学校長庁内公募 （ 中間 ・ 期末 ） 報告 

学校（所属）名 職 名 氏   名 年齢 公募校長としての着任年月日 

北海道江差高等学校  校長  武 籐 禎 弘 61 令和３年４月１日 

 
１ これまで取り組んできた改革 
（１）南檜山地域との連携・協業による学校・地域創生 
   ①地域学「南ひやま学」の取組（１年次） 
    ・宿泊研修での「地域学入門講座」を皮切りに、地域の多大な協力を得て「江差の観光を考

える」「ハイスクールミーティング地域課題を考える」「公共交通について考える」「グ
ループ活動『地域の大人にインタビュー』」等を実施した。 

    ・本年度のまとめとして３月 15日（水）に、これまでお世話になった地域の方 10名をアド
バイザーに迎え、保護者参観の下「令和４年度南ひやま学成果報告会」を実施した。生徒
の取組にアドバイザーの方々から高評価を得た。 

    ・次年度の計画を具体化した。 
     →１年次は「ハイスクールミーティング地域課題を考える」を中心に据え実施 
      ２年次はグループ毎のゼミ形式を中心に展開する。 
   ②ボランティア活動等の取組 
    ・高齢者買い物ボランティア、かもめ島清掃、高齢者を学校に招待したクリスマスコンサー 
     トを実施（デイサービスと Zoomでつなぎ、施設利用者にも参加していただいた。） 
    ・校内では「卒業式の黒板アート描きボランティア」を実施した。 
     →自己有用感の醸成に大いに資する。次年度はボランティア同好会を立ち上げ、組織的に

対応する。 
（２）生徒個々の多様な進路実現 

・大学訪問＋企業訪問（１年次４月）、１・２年次保護者への進路説明会（７月及び３月）、
未来ビューイベント参加（１年次９月）、「南ひやま学」を通じた地域学習（１年次年間通
して） 

（３）働き方改革の実現 
   ①朝打ち合わせの回数減（毎日→週３回）＋資料の電子化（紙印刷の削減） 
   ②職員会議の資料電子化（ペーパーレス化） 
   ③職員行事予定表黒板記入取りやめ（年間行事予定表の拡大版貼付） 
   ④PTA の機構改革（一部の役割分担を廃止）＋一斉メール配信システム（楽メ）導入 
   ⑤生徒・保護者・教職員用一斉メール配信システム導入 
   ⑥３年次「自動車学校入校希望者説明会」の廃止（代替で注意喚起の配信を実施） 
   ⑦コアチームによる学校改革の機運醸成（業務のやり方を根本的に見直し） 
２ 進捗状況及び成果 
（１）南檜山地域との連携 
   ・「南ひやま学」を通じて江差町をはじめとする地域との連携が着実に強化されている。加え

て、探究委員会のメンバーを中心とする一般教員が外部と直接連携する機会が増え、自走に
向けて着実に進んでいる。また、地域学が生徒にもたらす効果も教員間に共有されつつある。 

（２）進路実現 
   ①令和４年度実績 
    国公立大学４名合格（北大１名含む）他、進路 100%決定【資料１】 
   ②きめ細やかな進路面談の実施 
    →教員数減の中でも多様な進路への対応が出来ている。 
（３）働き方改革【資料２】 
   ①超過時間 45 時間以上教職員の比率（４～２月平均） 
    Ｒ３年度６５％→Ｒ４年度３５％（－３０％） 
   ②１人あたり超過勤務時間（４～２月平均） 
    Ｒ３年度４６．９Ｈ→Ｒ４年度３６．７Ｈ（－１０．２Ｈ -21.7%） 
   ③教員意識の変化＝「今までのやり方はどんどん変えて良い」という雰囲気の醸成 
３ 課題及び解決に向けた方策 
（１）南檜山地域との連携 
   ①２年次のグループゼミ形式を中心とする年間活動計画の着実な実施 
   ②地域学の枠を超えた広域コンソーシアムの立ち上げ（↓③CS 学校運営協議会と連携） 
   ③コミュニティスクールの実現（Ｒ５年度開始予定）    
４ 成果と課題を踏まえた今後の取組予定 
（１）地域との連携 
   ①教職員全員参加でのさらなる地域への溶け込み 
   ②地域学のさらなる深化（２年次テーマ別グループゼミ形式～最終報告会実施） 
（２）進路実現 
   ①きめ細かな指導の着実な実行と検証 
（３）働き方改革 
   ①コアチームを中心とした取組の推進と精選 

 



【資料1－１】

令和５年３月３１日現在 進路指導部

１．進路先と内訳（進学者：68名、就職者：19名）

進路先 合計

性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 就職 公務員 男 女

人数 1 3 12 9 0 9 1 1 18 13 17 3 0 0 87

割合 19.5% 3.4% 100%

※　その他には、就職未決定・浪人を含む

２．進学者受験方法

学校種別 合計

性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

学校推薦型選抜(指定校制) 0 0 10 3 0 3 0 1 4 3 24

学校推薦型選抜(公募制) 1 2 1 3 0 2 1 0 0 0 10

一般選抜 0 1 0 1 0 1 0 0 2 0 5

総合型選抜(AO入試) 0 0 1 2 0 3 0 0 12 10 28

共通テスト利用選抜 0 0 0 0 0 0 0

３．就職者就業場所

地域

合計人数

性別 男 女 男 女 男 女 男 女

小計 3 5 3 3 0 0 1 0

４．就職手段

地域 合計

性別 男 女 男 女 男 女 男 女

紹介 3 4 2 2 2 3 0 0 16

縁故 0 0 0 0 0 0 1 0 1

自己開拓 0 0 0 0 0 0 0 0 0

家業後継 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公務員 1 0 1 0 1 0 0 0 3

合計 4 4 3 2 3 3 1 0 20

令和４年度　北海道江差高等学校進路決定状況

国公立大学 私立大学 短期大学 看護学校 専門学校 就職（公務員含） その他

0.0%

専門学校

8 6 0 1

檜山管内

看護学校

4.6%

渡島管内 北海道内 北海道外

国公立大学 私立大学 短期大学

24.1%

檜山管内 渡島管内 北海道内 北海道外

35.6%10.3% 2.3%



【資料1－２】

現在

◎進学

大学 短大 看護 専門 計

男 13 0 1 18 32

女 12 9 1 13 35

計 25 9 2 31 67

【大学】

北海商科大学、北海道科学大学、北海道情報大学

【短期大学】

光塩女子短期大学、函館大谷短期大学、函館短期大学、北海道武蔵女子短期大学

【看護学校】

【専門・各種学校】

◎就職

檜山 渡島 道内 道外 計

民間 3 2 2 1 8

公務員 1 1 0 0 2

民間 4 2 3 0 9

公務員 0 0 1 0 1

8 5 6 1 20

＜内定先＞

【檜山管内】

社会福祉法人恵愛会　特別養護老人ホーム江差荘、特別養護老人ホームあっさぶ荘、株式会社道南土木、能登谷建設株式会社、西野会計株式会社

【渡島管内】

株式会社函館国際ホテル、社会福祉法人熊石敬愛会　特別養護老人ホームくまいし荘、社会医療法人　高橋病院

【北海道内】

日本郵便株式会社　北海道支社、北海道旅客鉄道株式会社、株式会社王将フードサービス、株式会社ムラタ　メガネのプリンス

【公務員】

江差町役場、八雲町消防、北海道行政職員（教育行政B)

【道外】

株式会社金子組

大原公務員・医療事務・語学専門学校函館校、経専北海道観光専門学校、札幌医学技術福祉歯科専門学校、札幌ビューティーアート専門学校

令和４年度　３年次生進路決定状況 令和５年３月３１日

青森県立保健大学、札幌市立大学、北海道大学、室蘭工業大学

青森中央学院大学、國學院大學、札幌学院大学、札幌国際大学、札幌大学、函館大学、藤女子大学、北翔大学、北星学園大学、北海学園大学

函館看護専門学校、函館厚生院看護専門学校

※五十音順

男

女

計

札幌ベルエポック製菓調理ウェディング専門学校、専門学校北海道自動車整備大学校、専門学校北海道リハビリテーション大学校

日本航空大学校、函館歯科衛生士専門学校、函館理容美容専門学校、北海道芸術デザイン専門学校、北海道ハイテクノロジー専門学校

北海道リハビリテーション大学校、吉田学園医療歯科専門学校、経専調理製菓専門学校、経専音楽放送芸術専門学校、札幌どうぶつ専門学校

札幌ベルエポック美容専門学校、函館市医師会看護・リハビリテーション学院、北海道情報専門学校


